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概要 

顕在的自尊感情 (Explicit Self-Esteem : ESE) と潜在的自尊感情 （Implicit Self-Esteem : ISE）

の不一致は社交不安と関連がみられ，抑うつ的反芻など認知面にも影響を及ぼすことが明

らかになっている。本研究では，社交不安の認知的要素である他者からの否定的評価に対

する恐れ (Fear of Negative Evaluation : FNE) や肯定的評価に対する恐れ (Fear of Positive 

Evaluation : FPE) と社交不安の関連に対するESEと ISEの不一致の調整効果について検討

することを目的とした。分析の結果，FNE や FPE と社交不安の関連に対する ESE と ISE

の不一致の調整効果は認められなかった。その要因としては，ISE が文脈に依存する性質

があることや，先行研究との実験条件の違いが考えられた。今後は，実験条件の設定や様々

な年齢層に調査を行う必要があると考えられる。 

キーワード：社交不安，他者からの否定的評価に対する恐れ，他者からの肯定的評価に対

する恐れ，顕在的自尊感情，潜在的自尊感情 

 

 

はじめに 

社交不安症 (Social Anxiety Disorder : 以下 SADとする) とは，人前での行動に強い不安

や恐怖をおぼえる精神疾患である (American Psychiatric Association , 2013)。米国で行われた

調査では，18歳以上の生涯有病率は 12.1％と高く (Kessler et al., 2005)，10代半ばで発症し

やすい疾患であることが明らかになっている (Merikangas et al., 2010)。また，臨床群を対象

とした研究だけでなく，非臨床群における研究も検討されている。McNeil (2010) は，日常

生活に支障をきたさない社交不安と SADにおける症状について，質的な違いはなく，連続

性を指摘している。つまり，SAD患者が示す社交不安と疾患レベルにない健常者が示す社

交不安には症状の違いはさほどなく，症状の強さの違いであると言える。以上のことから，

疾患レベルにない非臨床群から社交不安症状の悪化のメカニズムを検討することは妥当で

あると考えられ，本研究では非臨床群を対象に検討を行う。 

 

信州心理臨床紀要 第23号 2024年

77



問題と目的 

社交不安に影響を及ぼす認知的要素 : 他者からの否定的評価に対する恐れ 

社交不安の症状を維持する認知的要素として，他者からの否定的評価に対する恐れが挙

げられる。他者からの否定的評価に対する恐れ (Fear of Negative Evaluation : 以下 FNEとす

る) とは，他者からの否定的評価を苦痛に感じる認知バイアスである。以前の社交不安に

関する研究では，他者から受ける評価の否定的な側面が重要視されていた (Clark & Wells, 

1995)。しかし，近年では肯定的な評価の恐れも社交不安の維持要因となる可能性が指摘さ

れている (Weeks et al., 2008)。 

社交不安に影響を及ぼす認知的要素 : 他者からの肯定的評価に対する恐れ 

他者からの肯定的な評価に対する恐れ (Fear of Positive Evaluation : 以下 FPEとする) と

は，他者からの肯定的評価を 苦痛に感じる認知バイアスである (Weeks et al., 2008)。Weeks 

& Howell (2012) は，FNEと FPEが社交不安に正の関係があることを示している。このよ

うに，FPEは社交不安の維持や増悪に影響を与えるものであるため，社交不安症状の症状

維持や悪化の要因として，FNEだけでなく FPEを含めた検討は重要であると考える。 

Heimberg et al. (2010) が提唱した認知行動モデルでは，新たに FPEを含めた他，FNEや

FPEの認知的バイアスは否定的な自己像の形成に影響を及ぼすことを示している。他の認

知行動モデルにおいても，否定的な自己像は社交不安の維持に中核的な役割があると言わ

れてきた (Clark & Wells, 1995)。この否定的な自己認識を活性化するものとして，自尊感情

が挙げられている (de Jong, 2002)。このことから，自尊感情は社交不安に影響を及ぼす要

因の１つとして挙げられると考える。そして，自尊感情は社交不安だけでなく，社交不安

の認知的特徴である FNEや FPEとも負の関連があることが明らかになっている (Cheng et 

al., 2015)。以上のことから，自尊感情の低さは社交不安に悪影響を与えるだけでなく，SAD

に特徴的な認知的要素においても悪影響を及ぼすものである。 

社交不安に関連する要素 : 自尊感情 

自尊感情とは，自己に対する肯定的または否定的態度である (Rosenberg, 1965)。自尊感

情は，抑うつや不安，絶望感などと負の相関にあり，精神的な健康に影響を及ぼすものと

して捉えられている (桜井, 2000)。さらに自尊感情は，SADとの関係について多くの研究

がされている。例えば，社交不安が高い者は自尊感情が低いことが明らかになっている 

(Kocovski & Endler, 2000）。また，van Tuijl et al. (2014) は自尊感情が SADを予測する負の

因子であることを示している。以上の先行研究から，自尊感情は SADと強いつながりのあ

る要素であり，自尊感情の低下は社交不安の悪化に関連する要素であると言える。そのた

め，自尊感情が高く安定していると社交不安の悪化が抑制され，精神的な健康が保たれる

と捉えることができる。しかしながら近年では，自尊感情が高くても他者に対する批判攻

撃行動が見られるなど (Baumeister et al., 1996)，自尊感情の高さが精神健康上望ましいとい

う考えに疑問があがっている。 
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顕在的自尊感情と潜在的自尊感情の不一致 

自尊感情の高さは，適応的な認知や行動と不適応な側面の両側面と関連が示されている。

Jordan et al. (2003) は，自尊感情を自分で意識できる顕在化された自尊感情と自身では自覚

できない無意識下にある潜在的な自尊感情に区別し，それらの組み合わせによって，種類

の異なる高い自尊感情の特徴を明らかにした。その結果，顕在的な自尊感情が高い者の中

には，潜在的な自尊感情が高い者と低い者がいることが示された。前者は幸福感や生活に

対する満足度が高い状態であり，安定的な自尊感情を持っている。後者は，自己愛の高さ

や内集団ひいきの強さなど，防衛的で潜在的に不適応とみなされる行動との関係性がある

ことが明らかになっている (藤井, 2014 ; 市川・望月, 2015)。他にも，顕在的な自尊感情が

低く，潜在的な自尊感情が高い状態である者は，顕在的な自尊感情がより低いほど抑うつ

傾向や不安，自殺念慮，そして孤独感が高いことが明らかになっている (Creemers et al., 

2012 ; 藤井, 2014)。以上のことから，顕在的な自尊感情と潜在的な自尊感情の両者が高い

状態は，安定した状態であり適応的に機能する。一方で，顕在的な自尊感情と潜在的な自

尊感情の高さが一致していない，不一致な状態は心理的な不健康や不適応状態に結びつく

と言える。 

顕在的自尊感情と潜在的自尊感情の不一致と社交不安 

顕在的な自尊感情と潜在的な自尊感情は，それぞれ別々の概念であり，異なる機能を果

たすと考えられている (Bosson, Brown et al., 2003)。Greenwald & Banaji (1995) は，潜在的自

尊感情 (implicit self-esteem : 以下 ISE) を「自己に連合した，あるいは自己に連合していな

い対象への評価に基づいた，内省的に識別できない，あるいは正確に識別できない，自己

への態度の効果」と定義している。そして，質問紙など自己評定式で測定される顕在的自

尊感情 (explicit self-esteem : 以下ESE) は，「意識的な自己に対する行為，自己価値，自己

受容などの感覚を反映する」と定義されている (市川・望月, 2015)。 

 ESEと ISEの不一致は，ネガティブ感情との関連だけではなく，SADにも影響を及ぼす

ことが示されている。例えば，Schreiber et al. (2012) は，SADの青年と健常的な状態の青年

の ESE と ISE の不一致について調査し，SAD の青年群も健常群も同程度の ISE を示した

のに対し，SAD 群は健常群に比べて低い ESE を示した。これらの研究から，ESE だけで

はなく，ISEを含めたESEとの不一致な状態が社交不安を悪化させる要因である可能性が

示唆される。 

顕在的自尊感情と潜在的自尊感情の不一致と他者からの評価に対する恐れの関連 

 ESEと ISEの不一致は様々な認知的要素に悪影響を及ぼすことがある。例えば，Phillips 

& Hine (2014) は，抑うつ的な反すうとの関連を示している。このことから，ESEと ISEの

不一致が社交不安の認知的特徴である FNE や FPE とも関連する可能性が考えられる。先

行研究では，ESEのみを用いて FNEや FPEとの関連について検討しており，ESEと FNE

や FPEは負の相関にあることや，ESEと社交不安の間に FNEや FPEの媒介効果が見られ
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ている (Cheng et al., 2015 ; Gök & Yalcinkaya-Alkar, 2022)。以上のことから，ESEと ISEの

不一致は社交不安に影響を及ぼす FNE や FPE をさらに促進させる可能性がある。いくつ

かの研究では，ESEと ISEを標準得点化し，ESEと ISEの差の絶対値をESEと ISEの不一

致の大きさという量的変数として用いて，自尊感情の不一致の大きさと不適応な概念との

関連を検討している (市川・望月, 2015 ; Creemers et al., 2012)。社交不安に関する研究では，

ESEと ISEの相対的な不一致が社交不安と関連していることが示されているが，不一致の

大きさとの関連についてはあまり検討がされていない。不一致の大きさが大きいほど，様々

な不適応の特徴がより強くなることから，ESEと ISEの不一致が大きいほど，他者からの

評価に対する恐れが強くなると考える。 

本研究の目的 

以上のことから，本研究では ESEと ISEの不一致の大きさと FNE，FPE，社交不安との

関連を検討することを目的とする。ESEと ISEの不一致は不適応な認知や行動との関連が

見られ，社交不安に影響を及ぼす認知的特徴である FNE や FPE を促進させることが推測

される。そこで，本研究では，他者からの評価に対する恐れと社交不安の関連は ESEと ISE

の不一致の大きさに調整されるとの仮説を立て，検討を行う。これらの関連性について検

討することで，認知面における社交不安の悪化メカニズム解明の一助となると考える。ま

た，社交不安への介入方法として，ESEと ISEの不一致の大きさに焦点を当てたアプロー

チが効果をあげる可能性を明らかにできると考える。本研究の仮説モデルは以下の通りで

ある (図 1，図 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 FNEと社交不安の関連における ESEと ISEの不一致の調整効果 
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方法 

研究参加者 

中部地方にある国立大学の大学生及び大学院生 54名 (男性 20名，女性 34名，平均年齢

21.37歳，SD = 1.48) であった。 

手続き 

 研究参加者は，縁故法を用いて募集した。知人への声掛け，LINEやメールでのメッセー

ジを通じて，研究協力を募り，研究協力の承諾が得られた方を実験・調査対象とした。潜

在連合テスト (Implicit Association Test : 以下 IAT ; Greenwald, McGhee et al., 1998) による

ISEの測定とGoogle formによる質問紙調査を実験室にて行った。刺激の提示および IATに

よる反応時間の記録には Lab.js (大杉・小林, 2021) を使用した。参加者は研究に関する説明

を受けた後に IAT課題の実施方法の説明を受け，コンピューター上で IAT課題を実施した。

その後，Google formによる質問紙調査に回答を求めた。 

IAT手続き 

 IAT 課題は PC 画面上にランダムに提示される刺激語を画面の左右に提示された 2 種類

の概念カテゴリー (自己―他者) および２種類の属性カテゴリー (快―不快) のうち該当

するカテゴリーにできる限り早く分類するものである。ブロック構成および試行数は

Greenwald, McGhee et al. (1998) に依拠した。IAT の刺激語は，藤井他 (2014) の自尊感情

IATの刺激語を用いた。 

潜在的自尊感情 

 IATによって算出されたデータから，Greenwald, Nosek et al. (2003) に従って IAT得点 

(Dスコア) を算出し，ISE得点とした。 

質問紙調査で使用した尺度 

デモグラフィック項目 年齢と性別の回答を求めた。年齢については数字を入力すること

によって回答を求めた。 

図 2 FPEと社交不安の関連における ESEと ISEの不一致の調整効果 
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他者からの否定的評価に対する恐れ 他者からの否定的評価に対する恐れの測定には，日

本版 Fear of Negative Evaluation Scale短縮版尺度 (笹川他，2004) を使用した。全 12項目で

構成され，「人がなんと思おうと，どういうことはないとわかっていても，自分のことを人

がどう思うか気になる。」等の項目例がある。回答は，「1 = まったくあてはまらない」か

ら「5 ＝ 非常にあてはまる」の 5件法で評定を求めた。 

他者からの肯定的評価に対する恐れ 他者からの肯定的評価に対する恐れの測定には，

Fear of Positive Evaluation Scale日本語版尺度 (前田他，2015) を使用した。全 10項目で構

成され，「たとえ自分の能力が他の人にいい印象を与えると思っていても，他の人に自分の

能力を誇示することは不快に感じる。」等の項目例がある。回答は，「0 = 全く当てはまら

ない」から「9 = とても当てはまる」の 10件法で評定を求めた。 

社交不安 社交不安の測定には，The Social Interaction Anxiety Scale日本語版 (金井他，2004) 

を使用した。全 20 項目で構成され，「目上の人 (先生，上司など) と話さなければならな

い時，緊張する。」等の項目例がある。回答は，「0 =まったくあてはまらない」から「4 = 非

常にあてはまる」の５件法で評定を求めた。 

顕在的自尊感情 顕在的自尊感情の測定には，Rosenberg (1965) 自尊感情尺度日本語版 (桜

井, 2000) を使用した。全 10項目で構成され，「私は自分に満足している。」等の項目例が

ある。回答は，「1 = いいえ」から「4 = はい」の 4件法で評定を求めた。 

顕在的自尊感情と潜在的自尊感情の不一致の大きさ 市川・望月 (2015) に従い，ESE と

ISEの不一致の大きさを算出した。 

倫理事項 

 本研究は,信州大学教育学部研究委員会倫理審査部会の承認を得て実施した (管理番号 

23-13)。 

 

結果 

相関分析 

まず，FNE，FPE，SIAS，ESE，ISE，ESEと ISEの差，各変数間の相関係数を算出した

(表 1)。その結果，FNEと SIASの間に中程度の正の相関が認められた (r = .42, p < .01)。

また，FPEと SIASの間に中程度の正の相関が認められた (r = .44, p < .01)。ESEに関して

は，FNE (r = -.46, p < .01) と，FPE (r = -.42, p < .01) と，SIAS (r = -.56, p < .01) との間のそ

れぞれに中程度の負の相関が認められた。 
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階層的重回帰分析 

 次に，FNE と社交不安の関連に対する ESE と ISE の不一致の大きさの調整効果を検討

するために，階層的重回帰分析を行った (表 2)。社交不安を目的変数として，Step1に FNE

と ESE と ISE の差分を説明変数として投入し，Step2 に Step1 の説明変数とその交互作用

項を投入した。分析の結果，Step1の説明率は R2 = .22であり，ESEと ISEの差分の主効果

は有意ではなく (β = .21)，FNEの主効果は有意であった (β = .43, p < .01)。また，Step2の

FNEとESEと ISEの差分の交互作用項の分散説明率の増分は有意でなかった (ΔR2 = .00)。 

 

 

 そして，FPEと社交不安の関連に対する ESEと ISEの不一致の大きさの調整効果を検討

するために，階層的重回帰分析を行った (表 3)。社交不安を目的変数として，Step1に FPE

表 2 FNEと SIASの関連に対するESEと ISEの差分の調整効果 

** p < .01 

表 1 記述統計と相関 
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と ESE と ISE の差分を説明変数として投入し，Step2 に Step1 の説明変数とその交互作用

項を投入した。分析の結果, Step1の説明率はR2 = .22であり，ESEと ISEの差分の主効果

は有意ではなく (β = .16)，FPEの主効果は有意であった (β = .44, p < .01)。また，Step2の

ESEとISEの差分とFPEの交互作用項の分散説明率の増分は有意ではなかった (ΔR2 = .04)。 

 

 

以上，ESEと ISEの差分，他者からの評価に対する恐れ，社交不安の 3変数を用い，階

層的重回帰分析を行った結果，他者からの評価に対する恐れと社交不安の関係に対する

ESEと ISEの不一致の大きさの調整効果は示されなかった。しかし，ESEと ISEの不一致

の方向性 (ESEが高く ISEが低いというESEが優位な方向性と，ESEが低く ISEが高いと

いう ISE が優位な方向性) によって，社交不安と他者からの評価に対する恐れの関連にお

ける調整効果は異なるのかについて調べるため，ここから補足的に検討を行った。 

これまでの分析では，ESEと ISEの不一致の大きさに着目し，ESEと ISEの差分を１

つの調整変数とした，社交不安と他者からの評価に対する恐れとの関連における調整効果

について検討を行った。次に行う補足的な分析では，ESE と ISE の不一致の方向性に着

目するため，ESE と ISE を２つの調整変数として用い，社交不安と他者からの評価に対

する恐れとの関連における調整効果の検討を行う。 

階層的重回帰分析：ESEと ISEの 2変数を調整変数とした場合 

 ESEと ISEの 2変数を使用し，FNEと社交不安の関連に対する，ESEと ISEの不一致の

方向性による調整効果を検討するために，FNEとESEと ISEを説明変数，社交不安を目的

変数として，階層的重回帰分析を行った。Step1に FNEとESEと ISEを説明変数として投

入し，Step2に Step1の説明変数と，一次の交互作用として，FNE と ESE の交互作用項，

FNEと ISEの交互作用項，ESEと ISEの交互作用項を投入した。そして，Step3に Step1の

表 3 FPEと SIASの関連に対するESEと ISEの差分の調整効果 

 

** p < .01 
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説明変数と Step2の一次の交互作用項と二次の交互作用項 (FNEとESEと ISEの交互作用

項) を投入した。分析の結果，Step1の説明率はR2 = .35であり，ESEのみ主効果は有意で

あった (β = -.47, p < .01)。Step2において決定係数の増加分が有意であり (ΔR2 = .14, p < .01)，

FNEと ISEの交互作用項において有意であった (β = -.38, p < .01)。Step3では，決定係数の

増加分が有意ではなく (ΔR2 = .00)，FNE と ESE と ISE の交互作用項は有意ではなかった 

(β = -.07)。 

次に，Step2で得られた FNEと ESEの交互作用の詳細を検討するために，単純傾斜の有

意性の検定を行った (図 3)。その結果，ESEが高い場合 (+1SD) は，FNEの傾きにおいて

有意な傾斜は認められなかった (b ＝ -0.14, t ＝ -0.67, p = .059)。一方で，ESEが低い場合 

(-1SD) には，FNEが高いほど，社交不安も高くなることが示された (b ＝ 0.80, t ＝ 3.61, 

p < .01)。 

 

次に，FPEと社交不安の関連に対する，ESEと ISEの不一致の方向性による調整効果を

検討するために，FPEとESEと ISEを説明変数，社交不安を目的変数として，階層的重回

帰分析を行った。階層的重回帰分析を行った。分析の結果，Step1の説明率は R2 = .37であ

り，FPEの主効果は 5％水準で有意であった (β = -.25, p < .05)。また，ESEの主効果は有意

であった (β = .25, p < .01)。Step2において決定係数の増加分が有意ではなく (ΔR2 = .04)，

全ての交互作用項は有意ではなかった。Step3では，決定係数の増加分が有意ではなく (ΔR2 

= .01)，FPEとESEと ISEの交互作用項も有意ではなかった (β = -.10)。 

 

図 3 ESEの得点ごとの FNEと社交不安の関連 

注：エラーバーは標準誤差 
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考察 

本研究の目的は，ESEと ISEの不一致の大きさが他者からの評価に対する恐れを促進さ

せるか検討することであった。 

 まず，相関分析では，FNE 及び，FPE と社交不安の間に中程度の正の相関が見られた。

つまり，FNEや FPEが高いと社交不安が高いことが示唆された。そして，FNE と FPEの

間には有意な相関はみられなかった。また，ESEは FNE，FPE，社交不安の３変数との間

で中程度の負の相関が認められた。一方で，ISE は全ての変数と有意な相関はみられなか

った。 

 続いて，他者からの評価に対する恐れと社交不安の関連に対する ESEと ISEの不一致の

大きさの調整効果を検討するために，階層的重回帰分析を行った結果，ESEと ISEの不一

致の大きさの調整効果は認められなかった。また，ESEと ISEの不一致の方向性による調

整効果の違いを調べるため，ESEと ISEの２変数を調整変数とし，補足的に検討を行った。

階層的重回帰分析を実施した結果，FNE (または FPE) と ESE と ISE の交互作用項に有意

な効果はみられなかったため，他者からの評価に対する恐れと社交不安の関連に対する

ESEと ISEの不一致の方向性による調整効果は認められなかった。 

 以上のことから，他者からの評価に対する恐れと社交不安の関連は ESEと ISEの不一致

に調整されるという本研究の仮説は支持されなかった。仮説が支持されなかったことにつ

いては次のように考察する。 

 まず，仮説が支持されなかった理由として，ISE の持つ性質が挙げられる。いくつかの

先行研究では，スピーチ課題を課すことを提示した後に社交不安の高い者は ESE が低く，

相対的に ISEは高いという結果を示している (Tanner et al., 2006 ; de Jong, 2002)。また，van 

Tuijl et al. (2014) は，縦断調査において ISEが社交不安の予測因子でないことを明らかにし

ている。このことから，ISE は文脈に依存し影響されやすい特性を持っている可能性が考

えられる。そして，Hiller et al. (2017) は，スピーチ課題を課さない条件下において，SAD

群と非臨床群の間に ISEの得点に差がなかったことを示している。また，SAD患者の自己

評価は，社会的脅威を感じない状況において肯定的な評価であることを提唱している 

(Clark & Wells, 1995)。以上の先行研究をもとに考えると，今回はスピーチ課題を課さず，

社会的脅威を喚起しない状態で実験を行ったため，社交不安の高い者は安定した状態であ

り，社交不安の低い者との間における ISEの違いがみられなかった可能性がある。 

 仮説を支持しないもう１つの要因は，研究参加者の属性である。本研究は縁故法により

参加者を募集したため，教育学や心理学専攻の大学生や大学院生がほとんどであった。そ

のため，心理学実験の一環として IATの仕組みや操作について授業等で既に学習していた

可能性がある。先行研究では，IAT への反応における学習過程が実証されている (Ebert et 

al., 2009)。そのため，参加者が操作手順等に慣れていたことから，本研究では ISE に差が

でなかったということも可能性として挙げられると考える。 
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 ３つ目に考えられる理由として，ISE は ESE を調整する役割をもつことが挙げられる。

Bosson, Brown et al. (2003) は，ISEは低いESEの影響を緩衝し，自己に向けられる脅威へ

の防衛機制として機能するという考えを示している。本研究において，他者からの評価に

対する恐れとの関連が見られなかったことも踏まえると，ISEは主にESEが低下した時に

生じる不快感情から守るために自動的に上昇し，自尊感情のバランスを調整する役割とし

て機能している可能性が考えられる。Hiller et al. (2017) は，スピーチ課題を設定した条件

群において，SAD群では ISEの低下が見られ，非臨床群では ISEの上昇が見られたことを

示した。このことから，社交不安の高い者は，社会的脅威が生じた際に低下した ESEを補

償するために上昇するはずの ISEが十分に機能していない状態である可能性が考えられる。 

本研究の意義 

 本研究では社交不安に対する ESEの主効果が認められた。また，FNEと社交不安の関連

における ESEと ISEの調整効果を検討した結果，FNE と ESEの交互作用が認められた。

単純傾斜の有意性の検定を行った結果，ESEが高い場合は，FNEの傾きにおいて有意な傾

斜は認められない一方で，ESEが低い場合には，FNEが高いほど，社交不安も高くなるこ

とが示された。このことから，ESEは社交不安や FNEを緩和する効果を持つ重要な関連要

素であることが考えられる。先行研究においても，ESEと社交不安や FNEは負の関連性が

あることが報告されている (Kocovski & Endler, 2000)。その他にも縦断的な調査では，ESE

と ISEの交互作用や ISEは SAD症状を予測せず，ESEのみが SAD症状を予測する負の因

子になるという結果を示している (van Tuijl et al., 2014)。このように，一貫して ESEが社

交不安や認知的要素に及ぼす効果が示されていることや，今回の結果を踏まえると，ESE

の低さが他者からの評価に対する恐れを高めたり，社交不安に悪影響を及ぼす可能性が示

唆される。そのため，ESEを高めることが SAD症状の増加を抑える可能性が挙げられる。

Warnock-Parkes (2022) は，社交不安の認知療法において，患者自身が肯定的な自己評価を

強めていく必要性を示している。このように ESEへの介入は，社交不安の予防や症状の緩

和に効果的であることが推察される。 

本研究の限界と今後の課題 

 最後に，本研究の限界点と今後の課題について言及する。1 つ目は参加者年齢の偏りで

ある。本研究の年齢層は 19 歳～25 歳であった。de Jong et al. (2012) は，中学生を対象に

ESEと ISEと社交不安の関連について検討し，女性において ESEと ISEの交互作用が社交

不安に影響を及ぼす可能性を示している。このことから，年代や属性によって，ESEと ISE

が社交不安に及ぼす影響が異なることが考えられ，今後は年齢層ごとに調査を行う必要が

あると思われる。 

 2 つ目は，実験場面における条件設定である。前述したように，本研究では，調査を実

施する際にスピーチ課題を設定しなかった。いくつかの先行研究では，スピーチ課題の実

施後にESEと ISEの測定を行い，ESEと ISEの不一致や SAD群の ISEの低下を明らかに
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している (de Jong, 2002 ; Hiller et al., 2017)。このことから，社会的脅威が予期されるような

場面を設定することによって，有効的な ISEの測定ができると考える。今後はスピーチ課

題前後の ESE と ISEを測定し，課題前と課題後の ESE と ISEが社交不安に関する概念に

及ぼす影響について比較調査をする必要があると考える。 

 3つ目は，ISEの測定手段である。本研究では ISEを測定する方法として，信頼性や妥当

性の観点から IATを用いた。いくつかの先行研究では，name-letter task (Nuttin, 1985) を用

いて検討している (Creemers et al., 2012 ; 藤井, 2014)。両者の相関関係は弱いことが明らか

になっている (Bosson, Swann et al., 2000)。このことから，いくつか存在する ISEの測定

方法は，ISE の異なる側面を測定している可能性が示唆され，様々な方法を用いて ISE に

ついて多面的な検討を行う必要があると考える。今後の研究では，これらの課題を考慮し

て検討していくことが望まれる。 

 

付記 

本研究は，信州大学大学院総合人文社会科学研究科に提出した修士論文の一部を加筆・修

正したものである。 
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